
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019/5/7 No.46 
ＪＲ東労組青年部 

（東日本旅客鉄道労働組合青年部） 

発行責任者 福田 潤一 

 2019 年 3 月 30 日に工務職場、4 月 7 日に検修職場の系統別意見交換会を開催しました。両日とも

に多くの青年部員が集まり、19春闘や職場で発生している様々な問題点について議論しました。 

 現在、工務や検修職場では様々な問題が発生しています。工務職場では「保線部門におけるメンテ

ナンス体制の最適化」「電気部門の変革 2022」、検修職場では「グループ会社と一体となった業務体制

のさらなる推進」「在来線におけるモニタリング保全体系への移行」などの施策が実施されることで、

仕事の仕組みや職場が変わりつつある現実に、青年部員や職場の仲間たちは向き合い続けています。

そのような中、職場では会社施策の議論を通じて、離脱を余儀なくされた仲間との信頼関係を再構築

し、再加入を決意してくれた仲間たちもいます。 

系統別意見交換会に参加してくれた仲間たちから「自職場だけではなく、こうして全国の仲間が集

まって職場の現実を議論し共有できる場は大切だ」との感想も出されています。ＪＲ東労組青年部は

今後も、安全と働きがいある職場をつくるとともに、組織強化・拡大に繋げていきます！ 


